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節

江
戸
時
代
の
人
口

わ
が
国
で
は
江
戸
時
代
以
前
は
全
人
口
を
調
査
し
た
例
は
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、

江
戸
時
代
に
は
い
る
と
人
口
を
知
る
た
め
の
資
料
と

し
て
宗
門
改
帳
、
宗
門
人
別
一
紙
証
文
、
宗
旨
人
別
帳
、
村
明
細
帳
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
宗
門
改
、
宗
門
人
別
、
宗
旨
人
別
は

本
来
人
口
調
査
の
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

江
戸
時
代
初
期
以
来
キ
リ
シ
タ
ン
教
徒
の
探
索
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
江
戸
幕
府
は
キ
リ
シ
タ
ン
の
禁
止
を
強
化
す
る
た
め
踏
み
絵
や
訴
人
な
ど
の
手
段
を
用
い
た
が
、
寛
永
十
四
年
(
一
六
三
七)

の
島

原
の
乱

後、
鎖
国
を
断
行
す
る
と
と
も
に
寛
永
十
七
年
か
ら
檀
那
寺
ヘ
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
な
い
こ
と
を
証
明
し
て
も
ら
う
た
め
、

そ
の
名

前
と
出
生
地
、
生
年
月
日
を
届
け
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。
届
け
出
は
家
主
か
ら
寺
院
、
庄
屋
の
承
認
を
得
て
役
所
に
差
し
出
さ
れ
た
。
こ

う
し
て
で
き
た
書
類
が
宗
門
改
帳
で
あ
る
。

村
明
細
帳
に
は
、
そ
の

村
の
総
石

高、
田
畑
石

高、
反
別
、

家
数
、

人
数
、
牛
馬
教
な
ど
が

記
さ
れ
て
い
る

。

本
村
に
の
こ

さ
れ
て
い
る
資
料
を
あ
げ
る
と
次
の
よ
う
で

あ
る
。

○
寛
延
二
年
巳
三
月

(
一
七
四
九
)

村
明
細
帳

家
数

百
九
拾
八
軒
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惣
人
数

九
百
弐
拾
三
人

内
男

四
百
八
拾

人

女
四
百
弐
拾
壱
人

僧
弐
人(
渡
辺
泰
一
家
所
蔵
文
書
)

晩
人
数
が
合
わ
な
い
の
で
女
四
百
四
十
一
人
の
誤
り
か
)

○
享
和
三
亥

年
三
月

(
一
八
〇
三

)

家
数
人
別
惣
改
帳

甲
州
都
留
郡
成
沢
村

高
六
拾
五
石
八
斗
四
升
九
合

外
二
除
地
高
三
斗
八
升
参
合

寺
持

都
合
高
六
拾
六
石
武
斗
三
升
二

合

一、
家
数

弐
百
三
拾
八
軒

外
二
寺
壱
ヶ
寺

馬
八
拾
疋

牛
無

之

一、
総
人
数
九
百
七
拾
弐
人

内
男

四
百
九
拾
弐
人

女
四
百
七
拾
九
人
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山
伏
壱

人

外
ニ

僧
弐
人

(
渡
辺
常
雄
氏
所
蔵
文

書
)

○
安
政
三
年
辰
二
月

(
一
八
五

六 )

宗
門
人
別
帳

家
数

百
九
拾
四
軒

口
数

八
百
五
拾
壱
人

内
男

四
百

七
人

女
四
百
四
拾
四
人

馬
九

拾
疋

(
渡
辺
泰
一
家
所
蔵
文
書
)

○
文
久
三
年
亥
三
月

(
一
八
六
三
)

家
数
人
別
惣
改
帳

成
沢
村

村
高
六
拾
五
石
八
斗
四
升
九
合

外
二
除
地
高
三
斗
八
升
三

合

一、
家
数

弐
百
軒

去
戌
年
家
数

外
寺
壱
ヶ
寺

一
、

家
数

百
九
拾
九
軒

当
亥
年
壱
軒
減
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人
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内
名

主
武
軒

外
寺
壱
ケ
寺

僧
壱
人
、

山
伏
壱
人

一
、

去
戌
年
人
別

八
百
六
拾
六
人

内
男

四
百
拾
人

女
四
百
五
拾
六
人

一
、
当
亥
年
人
別

八
百
五
拾
人

内
男

四
百
武
人

女
四
百
四
拾
八
人

内
人

別
弐
拾
人

男女
拾
九壱
、

去
戌
年
出
生
人
之
分

3
人

内
人
別
三
拾
七
人

男女
弐
拾
六壱
人

去
戌
年
死
失
人
之
分

内
人
別

女
三
人

去
戌
年
入
人
之
分

内
人
別

三
人

男女
壱 弐
人人

去
戌
年
出
人
之
分

差
引
人
別

拾
六
人

男
以
从

減

(
渡
辺
泰
一
家
所
蔵
文
書
)

な
お
『
甲
斐
国
志
』
(
文
化
三
年
一
八
〇
六
)
村
里
部
に
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

成
沢
村

大
田
和

一
、

高
六
十
五
石
八
斗
四
升
九
合



人

他
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戸
二

百
三
十
八

口
九
百
七
十
二

男女 手
四四
百
八九 い 十
十 二

馬
八
十

こ
れ
を
表
に
示
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

年
代

1 戸

数
人

口
男

女
そ

の
6

他

寛
延
二
年
(
一
七
四

九)
一
九
八

九
二
三

四
八
〇

四
四
一

僧
二
人

享
和
三
年
(
一
八
〇
三
)

二
三
八

九
七
二

四
九
二

四
七
九

山
伏
一
人
、

僧
二
人

文
化
三
年
(
一
八
〇

六
)

二
1三 1

1
1
八

九
七
二

四
八
二

四
九
〇

安
政
三
年
(
一
八
五
六
)

一
九
四

八
五
一

四
〇
七

四
四
四

文
久
三
年
(
一
八
六
三
)

一
九
九

八
五
〇

四
1〇 0
二
1

1
四
四
八

一
般
に
江
戸
期
に
お
け
る
人
口
の
変
化
は
江
戸
前
期
か
ら
中
期
ま
で
は
増
加
傾
向
を
示
し
、
後
半
期
は
減
退
あ
る
い
は
停
滞
傾
向
を
示

し
て
い
る
が
、
前
者
は
新
田
開
発
等
に
よ
る
人
口
増
加
で
、

後
者
は
天
明
や
天
保
の
大
飢
饉
な
ど
が
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

村
の
傾
向
は
一
般
よ
り
や
や
お
く
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
、
前
表
に
よ
る
と

寛
延
か
ら
享
和
ま
で
五
十
四
年
間
に
四
十
戸
、

四
十
九
人
増

加
し
て
お
り
、
文
化
三
年
か
ら
安
政
三
年
ま
で
五
十
年
間
に
四
十
四
戸
、

百
二
十
一
人
も
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
天
保
の
大
飢
饉
な
ど

に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
文
久
三
年
の
人
口
動
態
を
み
て
も
出
生
者
二
十
人
に
対
し
て
、
死
亡
者
三
十
六
人
と
、
出
生
者
よ
り
死
亡

者
が
多
く
十
六
人
の
自
然
減
を
み
て
い
る
。

参
考
の
た
め
『
甲
斐
国
志
』
(
文
化
三
年
)
に
よ
っ
て
近
隣
村
々
の
人
口
を
比
較
し
て
み
る
。
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木|大 |長 「勝 |大 |舟 成 川
村

立 嵐 浜 山 津 沢

名
村 村 村|村 村 村 村 村
一

六
六 五

石 |高余

戸 |

人|

男

-755‒‒

村
名

石
高

戸
LI

数
人

口 ロ
男

女

川
口

三
四
七
石
余

二
七
二

一
一
二
八

五
六

一
五
六
〇

成
沢

六
五
石
余

二
三
八

九
七
二

四
八
二

四
九
〇

舟
津

二
〇
一
石
余

一
七
〇

八
九
七

四
五
〇

一
四
四
七

大
石

村
一
九
九
石
余

一
四
二

六
〇

一
三 1

1
1〇 0

一
1

三 1
1

1〇 0
〇 0

勝
山

一
一
四
石
余

一
1〇 0
三
1
1

1
四
七
八

二
七
〇

二
〇
八

長
浜

村
三
六
石
余

五
八

三
一
六

一
六
〇

一
五
六

1

大
嵐

村
五
六
石
余

四
〇

一三
三

六
八

六
五

立
二

一
八
石
余

一
九
一

一
一
七
六

五
九

一
五
八
五

第
二
一
節

明
治
以
降
の
人
口
の

推
移

一
維
新
後
の
人
口
調
査

版
籍
奉
還
が
行
わ
れ
て
明
治
維
新
に
な
る
と
、
明
治
政
府
は
直
ち
に
土

地、
物

産、
人
口
の
調
査
に
着
手
し
た
。
「
明
治
三

年
戸
籍
(
庚

午
戸
籍
)
」
が
明
治
初
年
の
最
も
古
い
戸
籍
で
あ
っ
た
が
、
明
治
四
年
四
月
太
政
官
布
告
を
も
っ
て
戸

籍
法
が
公
布
さ
れ
、

新
法
に
よ
る

じ
ん
し
ん

戸
籍
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
が
明
治
五
年
の
「
壬
申
戸
籍
」
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
士
族
・
平
民
・
新
平
民
な
ど
の
身
分
的
差
別
の
記

載
が
あ
っ
た
た
め
、
戦
後
差
別
的
戸
籍
と
し
て
問
題
に
な
っ
た
。



明

数|

女
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人
口
統
計
に
は
、
戸
籍
の
台
帳
に
基
づ
い
て
算
出
し
た
い
わ
ゆ
る
「
本
籍
人
口
」

と
、

本
籍
人
口
を
基
に
し
て
つ
く

っ
た
「
現
住
人

ロ
」
の
二

種
類
が
あ
る
。
江
戸
時
代
か
ら
明
治
前
半
ま
で
は
、
人
口
移
動
が
少
な
く
本
籍
人
口
は
お
お
よ
そ
現
住
人
口
で
あ
っ
た
が
、

明

治
後
半
か
ら
大
正
・
昭
和
に
か
け
て
は
、
人
口
移
動
が
は
げ
し
く
な
り
本
籍
人
口
と
現
住
人
口
の
差
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

人
口
の
調
査
を
目
的
と
し
た
近
代
的
で
精
密
な
人
口
調
査
が
、

明
治
十
二
年
十
二
月
三
十
一
日
午
前
零
時
現
在
を
も
っ
て
、
甲
斐
国

一
円
に
「
甲
斐
国
現
在
人
別
調
」
と
し
て
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
大
正
九
年
第
一
回
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
る
以
前
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
特

筆
さ
る
べ
き
調
査
で
あ
っ
た
。
こ
の
調
査
は
明
治
十
五
年
六
月
に
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
と
き
の
山
梨
県
の
人
口
(
九
郡
三
十
六
町

二
百
八
十
四
村
)
は
総
人
員
三
十
九
万
七
千
四
百
十
六
人
(
男
十
九
万
七
千
六
百
十
三
女
十
九
万
九
千
八
百
三
十
三
)
で
、
そ
の
う
ち
「
住
地
ニ

居
ル
者
」
三
十
九
万
三

千
三

百
五
十
五
人
に
「
他
国

ョ
リ
入
寄
留
」
の
者
一
千
九
十
八
を
加
え
た
三
十
九
万
四
千
四
百
五
十
三
人
が
現
住

人
口
で
あ
っ
た
。
今
日
の
県
人
口
の
半
分
に
満
た
な
か
っ
た
。

政
府
は
種
々
の
事
情
で
延
引
し
て
い
た
第
一
回
国
勢
調
査
を
大
正
九
年
(
一
九
二
〇
)
十
月
一
日
午
前
零
時
現
在
で
全
国
一
斉
に
実
施

し
た
。
大
正
九
年
以
後
十
年
ご
と
に
「
本
調
査
」
そ
の
中
間
五
年
ご
と
に
「
簡
易
調
査
」
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
は
内
閣
統
計
局
か
ら
報

告
書
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
国
勢
調
査
は
す
で
に
大
正
九
年
、
十
四
年
、
昭
和
五
年
、
十
年
、
十
五

年、
二
十

年、
二
十
五

年、
三

十
年
、
三
十
五

年
、

四
十

年
、

四
十
五
年
、
五
十

年
、
五
十
五
年
、
六
十
年
と
十
四
回
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

国
勢
調
査
は
十
月
一
日
現
在
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
県
統
計
書
に
よ
る
人
口
統
計
は
各
年
と
も
十
二

月
三
十
一
日
現
在
と
な
っ
て
い
る
。

二
本
村
に
お
け
る
人
口
推
移

年
度

1
戸

l

総
人

口
男

女

治
三

1
1三

1
1

1

二
〇
九

一、
二
九
〇

六
三
四

六
五
六

三
四

二
1一

1
〇 0

一
1、
三
1
1
1二 1

1〇 0
六
四
二

六
七
八
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! 〃 大 〃 〃 〃 〃 〃
正

五 四 四 九八 六 五
‒
‒

戸

数

1 1 1 1 1 1

○ 九

二一〇
九

六
八
九
〇
八
九
〇
八
七
八
五〇四
七
九六:
七
二
四七
五
六八四:一
七店
七

‒‒757‒

三
六

二
一
四

一
、
三
九
〇

六
八
三

三
七

二
一
六

一
、
三
七
三

六
六
一

七
一
二

三
九

1

一 1一
1
四 B

一、
三
八
一

六
九
七

六
八
四

四 B
I二 1

1
二
一
八

一
、
四
九
九

七
五
四

七
四
五

四
四

二
三
二

一
、
五
七
一

七
八
九

七
八
二

大
正

1
1

二
三
四

一
、
六
〇
六

八
一
二

七
九
四

二
四
四

一
、
七
三
八

八
八
八

八
五
〇

1二
1四
三 1

1
1

一
、
七
七
六

九
〇
六

八
七
〇

二
六
二

一
、
八
〇
五

九
一
五

八
九
〇

w
w

二
八
〇

一
、

八
一
二

九
一
六

w

二
八
九
六

1
C

二
八
二

一
、
八
四
三

九
三
三

九
一〇

、
八
六
五

八
九
八

九
六
七

昭
和

2
I

二
九
八

一
、

九
四
三

九
四
三

1
'
0
0
0

江
戸
末
期
文
久
三

年
(
一
八
六
三
)
の
百
九
十
九
戸
、

人
口
八
百
五
十
人
に
比
し
、

明
治
三
十
三
年
は
二
百
九
戸
、

千
二
百
九
十
人
で

あ
る
の
で
、
三
十
七
年
間
に
十
戸
、
四
百
四
十
人
の
増
で
あ
る
。
こ
れ
を
一
戸
当
た
り
人
口
で
算
す
る
と
文
久
三
年
は
一
世
帯
四
・
三
人

弱
、

明
治
三
十
三

年
は
六
・
三

人
弱
で
あ
る
。
江
戸
期
は
生
活
の
苦
し
い
農
村
が
人
減
ら
し
し
て
い
た
の
に
比
し
、

明
治
期
に
入
っ
て
生

産
も
向
上
し
て
一
世
帯
当
た
り
の
人
口
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
傾
向
は
大
正
・
昭
和
と
つ
づ
い
て
大
正
二
年
に
は
一
世

帯
六
・
八
五
人
、
大
正
十
年
に
六
・
五
三

人
、

昭
和
四
年
に
六
・

五
二
人
で
あ
る
。

年
度

0
総

人
П口

男
女

昭
和

五
三
〇
六

一
、

九
一
四

九
一
七

九
六
七

一
1
0

三
七
一

二
1、
'
〇
0
二
1

1一
1

九
九
一

一、
〇
三
〇



---

8

11 11 11 11 11

五

------

一

一

‒‒758‒

一
五

三
八
二

二
、
〇
九
六

一
一
1、
〇
〇
四

一、
〇

九
二

二
1

1〇 0
不

明
二
、
三

五
四

一
、
〇
九
七

一
、
二
五
七

二
五

四
二
四

二
1、
三
1

1
1一

1
六 K

一、
〇
八
七

一
、
二
二
九

w

三
1

1
1〇 0

四
二
三

二
、
二
四
四

一
、
〇
六
二

一、
一
八
二

三
五

四
三
二

二
、
三

一
六

一
、
一
七
二

一
、

一
四
四

四
〇

四
四
三 一

二
、
二
三
四

一
、
二
一二

八
一、

一
一
六

四
五

四 B
I二

1
1二

1
1

二、
〇
九
七

一、
〇
〇
八

一、
〇
八
九

五
〇

五
三
一

二
、
一
八
八

一
、
〇
七
二

一、
一
一
六

〃
五
五

六
一
七

二
、
二
八
三

一、
一
一
二

一
、

一
七
一

六
〇

六
五
九

二
、
四
五
五

一、
二
五
一

一、
二
〇
四

昭
和
六
十
年
は
明
治
三
十
三
年
に
比
し
、
戸
数
で
三
・
一
五
倍
、
人
口
で
一
・
九
〇
倍
増
加
し
、
昭
和
五
年
に
比
し
、
戸
数
で
二
・
一

五
倍
、
人
口
で
一
・
二
八
倍
増
加
し
、
昭
和
三
十
年
に
比
し
戸
数
で
一
・
五
六
倍
、
人
口
で
一
・
〇
九
倍
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
一
世
帯

当
た
り
の
人
口
は
昭
和
十
五
年
が
ピ
ー
ク
で
五
・
四
九
人
、
そ
れ
か
ら
漸
減
し
て
昭
和
五
十
年
に
は
四
・
一
二
人
、
六
十
年
に
は
三
・
七

二
人
と
な
っ
て
核
家
族
化
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。

総
人
口
は
、
終
戦
に
よ
る
帰
還
兵
、
引
き
揚
げ
者
な
ど
に
よ
り
一
時
増
加
し
た
が
、
そ
の
後
や
や
減
少
し
た
。
し
か
し
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム

に
よ
っ
て
三
十
年
代
は
高
い
水
準
に
あ
っ
た
。
四
十
年
代
に
入
る
と
、
日
本
経
済
の
高
度
成
長
に
よ
っ
て
人
口
の
都
市
集
中
が
顕
著
と
な

り
、
山
間
へ
き
地
に
は
過
疎
化
現
象
が
お
こ
り
、

鳴
沢
村
で
も
人
口
流
出
し
て
、
戸
数
も
人
口
も
非
常
に
減
少
し
た
。
五
十
年
代
に
入
っ

て
富
士
北
麓
高
原
の
地
の
利
を
利
用
し
た
高
原
野
菜
の
栽
培
や
観
光
開
発
が
行
わ
れ
て
村
の
活
性
化
が
は
か
ら
れ
、
人
口
が
急
速
に
増
加

し
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
核
家
族
化
も
加
わ
っ
て
世
帯
数
の
増
加
が
著
し
い
。
鳴
沢
村
の
長
期
計
画
に
よ
る
と
昭
和
七
十
年
に
は
人
口
二

千
七
百
四
十
人
と
推
計
し
て
い
る
。
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鳴沢村の人口と戸数の推移
2500円
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2100 人口
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元
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一二
年
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年
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四
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年

昭
三
五
年

昭
一
五
年
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三
〇
年

昭
一〇
年

昭
五
年

d
na

b
n
o
r p

re
t

昭
二
五
年

大
一
四
年

昭
一
五
年

火
一〇
年

大
六
年

昭
一
〇
年

大
二
年

昭
五
年

明
二
年

明
三
七
年

5
0 .
人

5
0

1
0

00
R

12
1

第
三
節

人
口
構
成

鳴
沢
村
の
昭
和
六
十

年
、
男
女
別
人
口
構
成
は
、
男
子
一
千
二

百
五
十
一
人
に
対
し
、
女
子
は
一
千
二
百
四
人
で
男
子
が
多
い
。
し
か
し

六
十
歳
以
上
の
場
合
を
み
る
と
、
男
子
百
九
十
九
人
(
男
子
合
計
の
一
五
・
九% )

に
対
し
、
女
子
は
二
百
四
十
二
人
(
女
子
合
計
の
二
〇
・
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昭和60年男女別年齢構成(国勢調査)

年令別
5-99) 4
85-89-
08
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70--74
- 9
6064
55-59
50--54
145- 49
0 44
35-39
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25.--29
20-24
15--19
10 - 14

5- 9

1008060 4020人|男 女 人20406080100]

昭和60年山梨県男女別年齢構成(国勢調査)

年
-9990 94

85 89

80 84

75- 79

70--741
65- 69

650-6 4

0 3 -59

50- 51

415 -～4 9

40 - 1 1

35 --39
30-31
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20 - 2 1

19
10- 14

0-

男 女

-7761 -

1 M
0 O,

0 C
0
0

4
0

1
0

1
0
000,

1
01
五

、〇
〇
〇

1
0
,
'
0
0
0

五
、
〇
〇
〇

八 人
Z
R
E

1
0
0
0

3
8
1

:
1
1
1
7

1
- 1
1
51

T
0 0

H
O

O
C

051
0
'0
0
0

1
1
0
0
0
0
01 0二五 0
〇
111 M0
O.
0
0

四
二% )

で
、
女
子
人
口
の
四
分
の
一
は
六
十
歳
以
上
で
あ
る
。
こ
れ
を
富
士
吉
田
市
と
比
較
す
る
と
、
六
十
歳
以
上
が
総
人
口
に
占

め

る
割
合
は
一
二
・
八% (

男
〇
・
一
〇
七
%
、
女
〇
・
一
四
九% )

で
、
鳴
沢
村
の
高
齢
者
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
山
梨
県
も
富
士
吉
田
市

も
六
十
歳
以
上
の
各
段
階
で
順
次
少
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
鳴
沢
村
で
は
、
六
十
～
六
十
四
、
六
十
五
～
六
十
九
、
七
十
～
七
十
四
の
三

段
階
で
余
り
変
化
が
な
く
、
七
十
五
歳
以
上
に
な
る
と
急
に
男
子
が
少
な
く
な
り
、

男
子
四
十
六
人
に
対
し
て
女
子
百
二
人
で
二
、
二

倍

と
な
る
。

鳴
沢
村
の
年
齢
構
成
も
「
ひ
ょ
う
た
ん
型
」
で
、
十
四
歳
以
下
の
幼
児
、
児
童
数
が
低
く
、
四
十
、
五
十
歳
代
と
匹
敵
す
る
。
そ
の
な

か
で
五
～
九
歳
、
十
～
十
四
歳
代
の
女
子
が
男
子
よ
り
多
く
、
特
に
十
～
十
四
歳
の
女
子
は
著
し
く
多
い
。
二
十
歳
代
末
か
ら
三
十
歳
代



昭和60年富士吉田市男女別年齢構成(国勢調査)
年 令
95--99
90-94
5-89-
)-84
5-7
70-7
65-69
64

559
50-54
45-49
40 -44
35--39
30-3 4

25-29
20 - 24
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5 9

男 女

昭和30年鳴沢村男女別年齢構成(国勢調査)
年令別
95 -99

94

85 - 89

801一- 84

75- 79

70 - 74

65- 69

60- 64

55- 59

50 - 54

45-49

40- 44
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20- 24

5-19
10-14

5- 9

114012010080604020人 男 女 人20406080100120140

昭和35年鳴沢村男女別年齢構成(国勢調査)
年・・价
5-99
)-9.1
85 9

80 -84

75 -79
0 4
65--69)
0

5
5
-
5
9

一 50-5411
159
40-44
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30-34
25- 29-
20--2411
15-19F
10 -14
5-9- ー
0-4r

14012010080 604020 男 女 20 40 60 80 100120140

- 762-

が
特
に
突
出
し
て
い
る
の
は
戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
が
、
こ
の
年
代
ま
で
上
が
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
を
山
梨
県
全
体
や
富
士
吉

田
市
と
比

較
す
る
と
、
同
じ
「
ひ
ょ
う
た
ん
型
」
で
あ
る
が
幼
児
・
児
童
数
が
低
く
、
三
十
歳
代
末
か
ら
四
十
歳
そ
の
な
か
で
鳴
沢
村
の

場
合
、
五
十
五
年
は
十
五
～
十
九
、
二
十
～
二
十
四
歳
代
が
非
常
に
低
く
、
若
年
男
子
の
他
出
が
原
因
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
人
た
ち
が

六
十
年
の
調
査
で
二
十
～
二
十
四
、
二
十
五
～
二
十
九
歳
と
な
る
わ
け
で
あ
る
が
著
し
く
多
く
な
っ
て
い
る
。

鳴
沢
村
に
お
け
る
人
口
構
成
の
推
移
を
み
る
と
、
昭
和
三
十
五
年
は
全
体
と
し
て
、
戦
前
と
同
じ
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
で
あ
る
。
そ
の
な
か

で
戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
に
よ
っ
て
五
歳
～
十
歳
代
の
幼
児
・
児
童
が
多
い
こ
と
と
、
三
十
歳
～
三
十
九
歳
代
の
男
子
が
少
な
い
こ
と
が

二
、
五
〇
〇

1
1
0
0
0

一
、
五
〇
〇

一
1、 '〇 0

〇 0〇
0

人

+

1
1
1

1
1

1
-

-

男

8
9

1

人
.
.
.

五
〇
〇

・・・・・・・
一、
〇
〇
〇

一
、
五
〇
〇

二
、
〇
〇
〇

二
、
五
〇
〇
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昭和45年鳴沢村男女別年齢構成(国勢調査)
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80-84
75 79
70-74
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5
5 .59
50 - 54
45- 49

た 40-44
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30-34
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15-19
10- 14
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0 - 4

10080604020人 男 女 人20406080100

昭和55年鳴沢村男女別年齢構成(国勢調査)
年
95.99
90--94
85-89
80 84
75-79
70-74
65-69
60-64
55-59
50-.54
45--49
40 --474

35-39
30-34
25--29
20-24
15-.19
10-14
5- 9
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120100 80 60 4020人 男 女 人20 40 60 80 100

-7763-

5
5

5

年
・
・
・

わ
か
る
。
後
者
は
戦
没
者
が
多
い
た
め
で
、
こ
の
年
代
は
女
子
の
方
が
多
い
。
三

十
五
年
の
人
口
構
成
で
は
幼
児
数
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
が
、

四
十
五
年
で
再
び
増
加
し
て
い
る
の
は
第
二
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
た
め
で
あ
る
。
三
十
五
年
で
低
い
四
十
～
四
十
五
歳
代
は
四
十

五
年
で
は
五
十
～
五
十
九
歳
代
に
上
っ
て
低
い
。
六
十
歳
以
上
の
各
段
階
に
お
け
る
比
率
は
時
代
が
す
す
む
に
従
っ
て
順
次
高
く
な
っ
て

お
り
、
幼
児
の
数
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、

真
ん
中
が
ふ
く
れ
て
い
る
「
ひ
ょ
う
た
ん
型
」
で
あ
る
。

次
に
職
業
別
人
口
構
成
を
別
表
で
み
る
と
、
昭
和
五
十
五
年
は
農
業
人
口
が
三

六
%

で
、
四
十
年
の
五
六
%
に
比
し
て
著
し
く
減
少
し

て
い
る
。
そ
れ
に
比
し
サ
ー
ビ
ス
業
が
四
十
年
一
三
・
六
%
、
五
十
五
年
二
三
%
と
、
商
業
が
四
十
年
八
・
〇
%
、
五
十
五
年
九
・
五
%

と
第
三
次
産
業
の
職
業
人
口
が
増
加
し
、
ま
た
工
場
誘
致
に
よ
っ
て
製
造
業
も
四
十
年
九
・
五
%
か
ら
五
十
五
年
一
三
%
と
増
加
し
て
い



昭和30年 ピラミッド型

男 女

昭和55年 「ひょうたん」型

女

昭和60年 「ひょうたん」型

‒‒764-

の

o

e
rそ

れ
が
六
十
年
に
な
る
と
、
農
業
は
二
七
・
三
%
に
低
下
し
、

第
三
次
産
業
が
三
六
・
一
%
。と

増
加
し
て
い
る
。
製
造
業
は
二
二
・
五

%
。
で
、
公
共
事
業
の
増
加
な
ど
に
よ
る
建
設
業
の
増
加
で
、

第
二
次
産
業
を
合
計
す
る
と
三
五
・
七
%
に
達
し
、

第
二

次
、

第
三
次
産
業

を
合
わ
せ
る
と
、

全
体
の
七
割
強
と
な
っ
て
い
る
。

鳴
沢
村
の
長
期
計
画
に
よ
る
と
、
昭
和
七
十
年
に
は
農
林
業
二
百
八
十
四
人
(
一
九% )

、
製
造
業
百
九
十
七
人
(
一
三
% )
、
第
三
次
産

業
一
千
十
四
人
(
六
八% )

に
な
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
農
業
就
業
者
が
著
し
く
減
少
し
、

第
二
次
産
業
の
比
率
は
ほ
ぼ
横
ば
い
、

第
三
次

産
業
の
就
業
者
が
著
し
く
増
加
し
て
行
く
こ
と
に
な
る
と
い
う
予
測
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、

次
の
人
口
動
態
で
述
べ
る
よ
う

に
、

型
型

1
1

女
ピ

女

k
k
k

男
男



第二章 人 口

職 業 別 人 口

第1次産業 第2 次 産 業 第 3 次 産 業

農 業・狩林猟業・鉱 業|建設業製造業卸売・業
小|保金

融険不
・運信ガ電

輸

ス
気
業
・
通
サ
ス
ー
業
ビ公 務

動産

昭 和 男 282 23 14 50 79 50 7 21 91 19
---- ....----40 女 408 13 40 42 77

昭 和 男 250| 10 74 86 66 11 15 106 29
50 女 282 12 57 69 0 3 114

昭 和 男 209| 13 2 109 95円 62 12 24 133 27

55 234 15 65 55 151

昭 和 男 188 156 203 84 24 142 33
60 女 195 51 29 112 57 7 129 11
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者
の

増
加
で

着
実
に
人
口
が
増
加
し
て

い
る
が
、

兼
業
農
家
の

増
加
と

1
1

と
も
に
、

都
市
型
の
混
住
社
会
に
な
り
つ
つ

あ
る
。

男
女

男
男

女
男

女



出 生 死 亡
年 次

男|女 |計 |男

明治34 13 21 34 18 12
〃39 18 13 31 13 20

〃44 32 40 72 3 2

X大正IE5 31|37 |68 16 14

〃10 67 23 16

昭和5 26 57 20
〃10 69 13
/15 4 3

〃 20 2 27 5 29
〃25 38 34 72 20 16

-766‒‒

第
四
節

人
口
動
態

一
明
治
・
大
正
・
昭
和
前
期
の
人
口
動
態

次
の
表
は
明
治
・
大
正
・
昭
和
前
期
に
お
け
る
出

生
、

死
亡
を
比
較
し
た
も
の
で

あ
る
。

明
治
三
十
四
年
は
出
生
三
十
四
人
に
対
し
、
死
亡
三
十
人
、
明
治
三
十
九
年
は
出
生
三
十
一
人
に
対
し
、
死
亡
三
十
三
人
で
ほ
と
ん
ど

同
数
で
あ
る
。
明
治
三
十
四
年
は
人
口
一
千
三

百
二
十
人
に
比
し
出
生
は
二
・
五
%
、
死
亡
は
二
・
二
%
で
、
昭
和
六
十
年
の
出
生
三
十

四
人
、
死
亡
十
七
人
、
人
口
二
千
四
百
五
十
五
人
に
対
す
る
比
率
出
生
一
・
三
%
、
死
亡
〇
・
六
%
に
比
べ
る
と
、
出
生
に
お
い
て
約
二

倍
、
死
亡
に
お
い
て
三
・
七

倍
で
あ
る
。
出
生
率
も
死
亡
率
も
高
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

亡
計
3 0
3 3
3 8
3 0
3 9
2 9
2 7
2
4 4
3

国
の
発
展
と
国
民
生
活
の
向
上
に
と
も
な
っ
て
、

明
治
末
期
か
ら
大
正
に
か
け
て
出

生
率
も
高
く
な
り
、
人
口
比
三
・
五
%
前
後
と
な
っ
た
が
、
死
亡
者
数
は
多
く
な
っ
て

0
5

0
9

0 9
5

女
2
2

6
1

1
い
な
い
の
で
人
口
の
自
然
増
が
多
く
な
る
の
で
あ
る
。
特
に
昭
和
十
五
年
は
戦
時
中
の

男
8

3
6

3
1

1
1

産
め
よ
増
や
せ
よ
で
、
出
生
者
数
七
十
三

人
の
最
高
と
な
っ
て
い
る
。

昭
和
二
十
年
の

生
4

8
6

5
7 3

死
亡
者
数
の
多
い
の
は
、

戦
争
の
激
化
と
生
活
環
境
の
悪
化
、

戦
死
者
に
よ
る
も
の
と

3 7
3

3
3

3
2

3
思
わ
れ
、
二
十
五
年
に
出
生
者
数
の
多
い
の
は
戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
に
よ
る
も
の
で

3
3
2
3 0
4 0
3 2
3 8

あ
る
。

1

二
昭
和
後
期
の
人
口
動
態

)( 1
自
然
的
動
態



第二章 人 口

転 入 転 出 生 死 亡
年 次 年 次

男 女 計 男 女 |女 |計 男 女 計
昭和30 23 24 6 43 89 昭和30 27 34 14 10
〃35 12 13 66 〃 35 31 20 5 19

40 43 34 77| 98 62 160 /〃 40 16 14 30 16 24
1〃145 44 54 98 57 69 126 ハ/ 45|15 17 32 10 17
〃 48 45 46 91 39 42 81 1〃1 48 19 24 43 10 18

"〃 49 28 57 44 41 85 〃/ 49|20 16 36 14 10 24
〃 50 34 64 44 |37 81 /50 13 15 28 10th 14
〃51 36 66 36 28 64 〃51 17 13 30 11 11 22
# 52|31 67 34 41 75 /52 15 17 32 13
〃 53 33 37 70 34 51 85 〃53 16 18 34 12 17
〃/54 27 33 60 30 28 58 〃 54 13 14 27 13
/ 55 48 70 118 34 48 82 〃 55 18 17 35 11 21

〃 56 34 37 71 31 26 57 / 56 19 10 29 14 15 29
ハ/ 57 33 42 75 43 35 78 /〃)57 11 15 25 11 13
〃# 58 59 57 116 39|47 86 〃 58 14 16 30 7 13 20
〃/ 59 71 62 1 33 27|44 71 /59|15 19 34 7 12 19

〃 60 81 48 129 51 47 98 /〃 60 17 17 34 17

-767--
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三
十
五
年
度
ま
で
は
出
生
率
が
ま
だ

高
く
、
三
十
年
の
人

2 2
2

1
1

Th
o

ロ
二
千
二
百
四
十
四
人
に
対
し
六
十
一
人
で
、
二
・
七
%

8
7
8

1 1
6
5
3

1 5
2
1 3

2
8

)
(一
世
帯
比
一
四
・
四%

で
あ
っ
た
が
、

四
十
年
代
か
ら
出

男
8

4
1 1

7
1 0
1 0

1 1
7
7
9

生
数
が
低
下
し
て
、

昭
和
四
十
年
に
は
人
口
二
千
二

百
二
十

計
6

5
3 2

2
3

8
3
2 7

2 5
四
人
に
対
し
て
出
生
三
十
人
で
一
・
三 % (

一
世
帯
比
六
・
七

1 6
1
0

1 7
1 0

1 6
1 9

% )
で
半
減
し
て
い
る
。
昭
和
六
十
年
は
人
口
二
千
四
百
五

出
男

1 9
1 3

1 9
1 4

1 7
十
五
人
に
対
し
、
出
生
三
十
四
人
で
一
・
三 % (

一
世
帯
比

5
1
0

五
・
一% )

で
あ
っ
て
、

四
十
年
以
降
今
日
ま
で
ほ
ぼ
同
じ

状
態
で
あ
る

。

0
1

死
亡
は
昭
和
三
十
年
二
十
四
人
で
、
人
口
比
一
・
〇
%

・

8
7

計
で
、
五
十
年
は
十
四
人
で
人
口
比
〇
・
六
%
、
六
十
年
は
十

$ 3
3 3
6 0
8 4

5
3 5

4 4
七
人
で
人
口
比
〇
・
六
%
、
い
ず
れ
も
低
い
水
準
で
高
齢
化

4
3 0

9
5

3
4
4 3

3
5

が
進
ん
で
、
出
生
率
が
低
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
人
口
の
自
然

i
h

4
2

9
9

5
6 7

増
は
つ
づ
い
て
い
る
。

3
$
2 3
3 0

3
3

3 3
1 )
社
会
的
動
態

男
一

3
2

社
会
的
人
口
減
は
昭
和
五
十
年
ま
で
つ
づ

き
、
特
に
昭
和

4 4
1
0

四
十
年
は
転
入
七
十
七
人
に
対
し
て
、

転
出
百
六
十
人
で
八

十
三
人
減
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
経
済
の
高
度
成
長
に
と
も



鳴沢村人口動態推移
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.
.

コ
コ

な
う
都
市
志
向
型
の
人
口
流
出
で
、
過
疎
化
現
象
が
四
十
年
前
後
に
顕
著

六
〇

で
あ
る
。
そ
の
後
漸
次
人
口
流
出
は
減
少
し
て
、
昭
和
五
十
五
年
以
降
は

五
九

転
入
増
に
転
じ
て
、

過
疎
化
現
象
に
歯
止
め
が
か
か
っ
た
。
転
出
に
比
し

五
八

五
七

転
入
増
は
五
十
五
年
三
十
六
人
、
五
十
六
年
十
四
人
、
五
十
七
年
七
人
、

六
五
五

五
十
八
年
三
十
八
人
、
五
十
九
年
六
十
二

人、
六
十
年
三
十
一
人
で
あ

五
四

る
。
こ

れ
は
日
電
ア
ネ
ル
バ
な
ど
の
工
場
誘
致
や
、

観
光
施
設
・
観
光
産

五
二

業
の
発
達
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
。
こ
う
し
て
自
然
増
と

あ
い
ま
っ

五
一

五
〇

て
昭
和
六
十
年
の
人
口
二
千
四
百
五
十
五
人
と
、

過
去
最
高
の
記

録
と
な

っ
た
の
で

あ
る
。

(
清

水
小
太
郎
)
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三
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2
9 0
8 0
7 08
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4 09
3 0
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